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日本の財政 

 

1. わが国の財政の現状 

 わが国の財政状況は，バブル崩壊後，累次の経済対策など景気回復に向けた諸施

策に伴う歳出の増大や，大幅な減税の実施により一段と悪化している． 

 さらに少子高齢化の急速な進展に伴う経費の増大など，厳しさは増すばかり． 

 

平成 26年度予算 

 

 

出所：日本の財政関係資料（財務省） 

 

 平成 26年度一般会計予算の規模は 95.8兆円 

うち一般歳出は 72.6兆円 

国債費は 23.2兆円（借金の返還） 

歳入は全体で 50.0兆円 

不足分 41.2兆円は公債金収入で賄う（公債依存度     %） 

 

 



 先進諸外国との比較 

 国及び地方の財政収支，債務残高いずれで見ても，わが国は主要先進国中最

悪の水準． 

 原因は，石油危機以降の累次の景気回復策、福祉施策の拡充、バブル崩壊、

リーマンショック、少子高齢化、減税、東日本大震災・・・. 

 

近年では財政赤字拡大が中長期的に経済成長の阻害要因となるとの認識の下、財政再

建に果断に取り組んできたが、依然として厳しい水準にある。 

 

一般会計における歳入歳出の状況 
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公債発行残高の推移 
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財政収支の国際比較（対 GDP比） 
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債務残高の国際比較（対 GDP比） 
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2. 公共部門の 3つの機能 

財政学者であるマスグレイブは、政府の役割として 3つの機能を指摘した。 

 

①〔                〕 

公共財の最適（＝効率的）な配分 

消費の排除不可能性，非競合性 

外部性 

 

          （フリーライダー）問題の回避 

 

②〔                〕 

租税制度や社会保障を通じた公平性の実現 

 公的年金や公的医療保険などの社会保険制度。 

大きな政府、福祉国家 

 

③〔                〕 

税制の活用と財政政策 

不況の回避、バブル経済の回避、非自発的失業の防止 
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3. なぜさまざまな考えが存在するのか？ 

 

① 大きな政府 vs.小さな政府 

 政府の活動分野をどの程度認めるか？ 

 時代背景と共に、主流といえる立場は常に変化してきた。 

19c~20c前半：  

20c～1970s： 

1980s～： 

 

②        に関する相違 

 

人々は政府の経済活動に対して正確な知識を有していない。 

 政策の効果を完全に理解することは難しい。 

短期的影響と長期的影響、政策効果の量的大きさ、経済の動きに対するモデル

分析・・・ 

 社会が多様であればあるほど、政府の経済活動に対する評価は困難。 

 

 

③        に関する相違 

 

その政策が望ましいものであるかどうかは、ある価値観に基づいて判断される。 

効率性 vs.公平性、機会の平等 vs.成果の平等 

 

トレード・オフ（trade-off） 

ふたつのものが二律背反の状態にあり、片方を重視すれば、その分だけもう片方が

疎かにならざるを得ないこと。 


